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  会議要録 

会議名 第５回 町田市町区域の新設に関する市民懇談会 

（南大谷、東玉川学園三・四丁目地区） 

日時 ２０２２年６月１６日（木）午後６時から午後７時３０分 

場所 町田市役所２階２－１会議室 

出

席

者

氏

名 

会員 和田矩一様（会長）、小松正一様（職務代理）他１０名 

事務局 土地利用調整課長 原田厚郎 

土地利用係 係長 佐藤友亮 担当係長 松島隆志 

大和田憲太 山口智一 渡辺和彦 

欠席者 ３名 

傍聴人の数 ０人 

議題 １、実施予定区域及び町の境界の検討 

２、町名の検討 

３、市民懇談会報告書について 

配布資料名 次第 

資料１８：町名の決め方及び配布資料について 

資料１９：南大谷の歴史 

資料２０：南大谷の地図 

資料２１：市民懇談会報告書案 
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会議の内容 ■実施予定区域及び町の境界の検討                           

事務局から、Ⓖ区域の編入案について、過去の経緯等から南大谷として住所整理を

行うことを説明。 

【事務局説明】 

現在の南大谷と玉川学園八丁目との境界は耕地整理が行われた後、昭和４２年に

玉川学園の住所整理が実施された際に設定され、この境界は事務処理基準に準じた、

適正な境界となっている。 

原則として、今回の検討案Ⓓの本町田からの編入のように、敷地が２つの町にまた

がっているなど、住居表示実施の妨げとなる場合以外は現在の境で区切ることとし

ている。よって、Ⓖの区域については、南大谷とすることが適正である。 

 

【質疑】※回答は全て事務局（町田市）が行ったものです。 

（質問）今回のような説明がどうして前回出なかったのか。 

（回答）前回は、会員からいただいた案を会議で共有し、会員へ意見を聴取した。

しかし前回の会議の内容で伺った意見を受け、事務局で検証したところ、

現在の境界を維持することが適切であることがわかったため、事務局から

補足をしたものである。 

  

（質問）前回、Ⓖの区域を玉川学園八丁目へ編入するということで決定したのでは

ないか。 

（回答）決定ではない。 

 

（質問）Ⓖ区域の編入案について誰かから反対があったのか。 

（回答）反対を受けて検証したものではない。 

 

（質問）都市計画道路が設定されたのは何年か。 

（回答）この都市計画道路予定地は昭和４９年に東京都住宅供給公社から町田市に

寄付された。今現在、用地は確保されているが、道路区域としての認定は

されていない。 

 

（質問）都市計画道路として分断されるので、境界とするべきではないか。 

（回答）ここは都市計画道路ではなく都市計画道路予定地であり、開通時期が不明

なことから、ここを境界とすることは適切ではない。 

 

（質問）事務処理基準には境界変更の基準に、境界が家をまたがってしまっている

場合などは書かれていないが。 

（回答）境界が家をまたがってしまっている場合などは、必然的に境界変更を行わ

なければならない部分であるため、事務処理基準には書いていない。 
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【意見】 

（会員Ａ）Ⓖの区域は水路があって、２mぐらいの壁があって、行き来できない。

都市計画道路予定地も、都市計画道路になれば信号がつくような大きな

道路になると考えるが、ここも分断されていて、南大谷とは行き来がで

きなくなるのではないか。ゴミの収集のとき、玉川学園八丁目と南大谷

で燃えるゴミの曜日が違う。郵便配達の人も、南大谷まで配達したら、

帰っているようである。そういったことで生活に不便である。だから何

とかしてほしい。また、風水害その他災害の際の避難のときも、近所の

人と一緒に避難しなきゃいけないし、避難場所も一緒の方がいいが、現

状だとそれができないと考えている。 

 

（会員Ｂ）実際に住んでいる人の意見が大事だと思う。 

 

（会員Ｃ）Ⓖの区域は南大谷町内会１３地区の１班、２班の人達が住んでいる地区

である。町内会会員の１６軒全員に聞いたところ、南大谷のままがいい

という意見が多数。若い人などは、どちらでもいいかなと。玉川学園八

丁目に移りたいという人はゼロだった。 

 

（会員Ｄ）両論併記でよいのではないか。また玉川学園八丁目の住人が編入に賛成

しないのであればすべきではない。 

 

（会員Ｅ）Ⓖの区域の北側の道路はかなり高低差があり柵がずっと設けられている。

それを見たときに、今の境界の方がよいのかなと思う。 

 

（会員Ｆ）玉川学園八丁目に入れたから利便性が良くなるとも思えない。現状のま

まで良いと思う。Ⓖの区域を玉川学園八丁目へ編入すべきとする少数意

見もあるということでよいのではないか。 

 

【結論】 

Ⓖの区域については、「玉川学園八丁目へ編入すべき」という意見と「現状のまま

南大谷とすべき」という意見があることを報告書に記載することとする。 

 

■町名の検討                      

事務局から、町名決定の考え方について説明。 

 

【事務局説明】 

住居表示事務処理基準では、町名について「従来の町名や、当該地域における歴史、

伝統、文化のいずれかで由緒ある名称に準拠したもの、平易で親しみやすいもの及び

語調の良いもの等を選択」すると定めている。これを受け、南大谷の歴史や地名のい

われについて、事前にお送りした資料１９、２０にてお示ししている。これらを踏ま

え、ご審議いただきたい。 
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【質疑】※回答は全て事務局（町田市）が行ったものです。 

（質問）南大谷以外の名称の提案は可能か。 

（回答）可能。 

  

（質問）資料に「１９１３年、町田町南大谷となる。１９５８年、町田市南大谷と

なる」とあるが、南大谷の地域が変わったということか。 

（回答）１９５８年に市制が施行され、町田町が町田市になったものであり、南大

谷の地域に変更はない。 

 

【意見】 

（会員Ａ）南大谷の対案として、東玉川学園という町名がすでにあることや、玉川

学園の南に位置することから、南玉川学園というのも考えうる。しかし

歴史的経緯から言えば、南大谷に賛成。 

 

（会員Ｂ）高齢者や子どもたちが混乱するので、南大谷のままでよい。 

 

（会員Ｃ）議論するまでもなく南大谷でよい。 

 

【結論】 

町名は「南大谷一丁目」から「南大谷七丁目」とする。東玉川学園三、四丁目につ

いては、昭和５６年に設定されたもので、４０年以上使われている町名であることか

ら、現行の町名のままとする。 

 

■市民懇談会報告書について                                 

会長から市長へ提出する報告書の案が、事務局から提示された。また、第５回をも

って当懇談会を終了する旨、事務局から説明があった。 

 

【質疑】※回答は全て事務局（町田市）が行ったものです。 

（質問）完成した報告書は、市長へ提出する前に会員に共有されるのか。 

（回答）事前に会員へ郵送等によりお送りする。 

 

（質問）報告書の内容についても当懇談会で確認すべきと考えるが、第６回の開催

は可能か。 

（回答）可能。 

 

【結論】 

第６回市民懇談会を開催し、報告書の内容を確認する。 

 

■次回開催日程について                           

２０２２年８月 町田市役所内会議室 

 


